資料⑤2003年和訳先渡し授業資料

2003高知西

和訳先渡し方式を利用した教科書の新しい活用方法の研究

本校では従来から設置されている英語科１年次の科目「総合英語」に和訳先渡し方式を導入し、訳読によらない内容理解、英語の４技能のバランス、多量の英語に触れること、などを重視した授業についての研究を実施した。以下、２００３年度の取り組みを紹介する。
１　科目のねらい
総合英語の授業では、読み物教材の英文１文１文を日本語に逐一訳していく授業ではなく、本来の英語運用能力全般をバランスよく高め、「使える英語」を身につける基礎力の養成を目的とした授業を和訳を先に配布する授業形態で実践した。１年次前期（４月～９月）に従来の高校１年生レベルの教材、後期（１０月～２月）に従来の高校２年生レベルの教材を使用した。

２　科目シラバス

	科目名
	総　　合　　英　　語

	到達目標
	４技能のバランスを重視しながら、第１学年では以下の目標をクリーすることを目指す。

・読む―英語Ⅰレベルの英文を読んで、類推・検索で情報を文字通りに適切に読み取り、理解できる。読むスピードは、１００WPM。

・聞く―ｸﾗｽﾙｰﾑ英語から英語Ⅰレベルの英文を聞き理解し、自信を持って適切に応答できる。

・文法―高校レベルの英文法・英文構造を理解して、必要に応じて難解な英文を正確に読みとることができる。

・話す、書く―英語Ⅰレベルの英文の概要・要点を聞き取ったり、内容に関して適切な英問英答ができる。

	教科書
	CROWN English Series [Ⅰ]・CROWN English Series [Ⅱ]（三省堂）

Dual Scope English Grammar in 48 Stages （数研出版）

	補助教材
	・予習、復習用ハンドアウト（自主教材）　・教科書準拠ワークブック、ＣＤ

	授業方法
及び形態
	①一斉授業。原則英語で行う。和訳等を利用し訳読にかかる時間を短縮し、１課を約４時間で行う。
②前期でクラウンⅠ、後期でクラウンⅡを読み切る。（クラウンⅡの早期採択）

③文法は、クラウン２課終了毎に１週（４時間）行うという集中型で学習する。

	成績評価
の方法
	①語彙テスト・定期考査・週明けテスト・課題テスト等で語彙、文法、読解、作文等を分野別に評価する。

②出席・提出物を重視し評価する。

	考　　査
	①授業中の語彙テスト（毎日の家庭学習）

②週明けテスト（合格点までのチャンスは２度）

③定期考査（前期中間、前期期末、後期中間、学年末の４回）

④課題テスト（４、９、１月の３回）

	履修上
の注意
	英語学習・達人の５箇条

①英語にたくさん触れよう。多量に「読み」、「聞く」ことから始めよう。

②声に出して英文を読む「音読」は基本。毎日欠かさずに練習しよう。

③わからないことはそのままにしない。教員に何でも尋ねよう。

④授業は、仲間との合同トレーニング。家庭学習は、個人トレーニング。

⑤できるだけ多く英語を使おう。積極性が英語力向上の鍵。


３　総合英語の年間授業進度計画
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＊表中の、文は文法を示す。

４　総合英語の標準授業展開

　英語Ⅰ及びⅡ（クラウンⅠ・Ⅱ）の教科書１課を、原則３コマの授業（１コマ４５分）で終了するような授業展開を考え実践した。また、文法内容を精選し、教科書２課終了毎に、文法学習週間をとって集中的に学習した。
（１）1年間の授業の流れ
	教科書
	前期（４～９月）
	コマ数
	教科書
	後期（１０～３月）
	コマ数

	英語Ⅰ
	Ｌ１　和訳先渡し授業
	３～４
	英語Ⅱ
	Ｌ１　和訳先渡し授業
	３～４

	
	Ｌ２　和訳先渡し授業
	３～４
	
	Ｌ２　和訳先渡し授業
	３～４

	文法
	５文型、不定詞、動名詞

現在完了形

S+V+O（疑問詞、if節）
	３～４
	文法
	関係代名詞（非制限用法）

関係副詞（非制限用法）

形式目的語
分詞構文（否定・受け身）

It ～ that…、助動詞＋受け身
	３～４

	英語Ⅰ
	Ｌ３　和訳先渡し授業
	３～４
	英語Ⅱ
	Ｌ３　和訳先渡し授業
	３～４

	
	Ｌ４　和訳先渡し授業
	３～４
	
	Ｌ４　和訳先渡し授業
	３～４

	文法
	関係代名詞

分詞（形容詞的用法）

過去完了形

S + is + C（that節）

S + V + O + C（原形）

seem
	３～４
	文法
	S+V+O(O=whether節)

強調構文、過去完了進行形

不定詞＋前置詞
前置詞＋関係代名詞

不定詞の受け身

S+is+C(C=whether節)
	３～４

	英語Ⅰ
	Ｌ５　和訳先渡し授業
	３～４
	英語Ⅱ
	Ｌ５　和訳先渡し授業
	３～４

	
	Ｒ１　和訳先渡し授業
	３～４
	
	Ｒ１　和訳先渡し授業
	３～４

	
	Ｌ６　和訳先渡し授業
	３～４
	
	Ｌ６　和訳先渡し授業
	３～４

	文法
	関係副詞

S + V + O + C（分詞）

受動態の完了形、分詞構文

形式主語（It ～ that…）

時制の一致
	３～４
	文法
	未来完了形

未来進行形

不定詞（結果）、倒置、譲歩

比較級+than+S+V
	３～４

	英語Ⅰ
	Ｌ７　和訳先渡し授業
	３～４
	英語Ⅱ
	Ｌ７　和訳先渡し授業
	３～４

	
	Ｌ８　和訳先渡し授業
	３～４
	
	Ｌ８　和訳先渡し授業
	３～４

	
	Ｒ２　和訳先渡し授業
	３～４
	文法
	仮定法現在、助動詞＋完了形

助動詞would

分詞構文（完了形）

不定詞の完了、受け身の進行形
	３～４

	文法
	仮定法過去形

S + V + O + O（疑問詞）

with + 名詞 + 形容詞など

仮定法過去完了形

no matter + 疑問詞

be + to-原形
	３～４
	英語Ⅱ
	Ｌ９　和訳先渡し授業
	３～４

	
	
	
	
	Ｌ10　和訳先渡し授業
	３～４

	
	
	
	
	Ｒ２　和訳先渡し授業
	３～４

	
	
	
	文法
	独立分詞構文、節のない仮定法

不定詞の意味上の主語

seem（完了形）

動名詞の意味上の主語

動名詞の受け身
	３～４


（２）総合英語（和訳先渡し授業）１課分の標準授業展開
1 授業展開の基本的な考え

(1) 和訳を利用し、英語の内容理解にかける時間を最小にする。

(2) 英語を何度も読むことで、英語に触れる量を多くする。(多量のinput)

(3) 英語に触れる量を多くすることで、頭に残る英語の量を多くする。(良質のintake)

(4) 様々な活動を通じ、学んだ英語を自分で使えるようにする。(output)

②　授業の流れ

1課分の英文全文および和訳全文をB４裏・表１枚に印刷し、授業ハンドアウトにあるような様々な読むためのタスクをこなしながら、３日で終了することを標準に授業を行った。

1 1課分の活動の大枠

　　　以下の表は、Crown１レッスン分を、１日目=Input、2日目= intake、3日目= Outputの流れに沿って授業を進めていく際の、標準的な活動内容である。実際は、レッスンの内容、難易度等により、活動内容、時間が変化する。１年生なので、ボキャブラリーは、ミニ・テスト、ペア・ワークなどにより、毎時間繰り返し練習するようにした。

	配当
	局面
	時間
	生徒の活動

	１時間目
	Input
	語彙・概要把握
	5
	ﾌﾟﾚ･ﾘｰﾃﾞｨﾝｸﾞ
	内容に関連したQuiz、Small Talkなど

	
	
	
	8
	ﾎﾞｷｬﾌﾞﾗﾘｰ
	ボキャブラリー・インプット(1)

	
	
	
	2
	ﾌﾟﾚ･ﾘｰﾃﾞｨﾝｸﾞ
	和訳をざっと読んで内容を理解する

	
	
	
	10
	全体読み
	内容に関するQ&A

	
	
	
	10
	全体読み
	あらすじ完成

	
	
	
	15
	音読
	あらすじを色々な方法で何度も読む

	２時間目
	Intake
	表現の取り込み
	5
	ﾎﾞｷｬﾌﾞﾗﾘｰ
	ボキャブラリー・テスト

	
	
	
	5
	ﾎﾞｷｬﾌﾞﾗﾘｰ
	ボキャブラリー・インプット(2)

	
	
	
	10
	復習
	リスニング、あらすじ音読

	
	
	
	15
	全体読み
	フレンドリーQ&A、センテンス・ハントなど

	
	
	
	10
	主体的読み
	英文の内容を主体的に読む

	３時間目
	Output
	再生活動
	5
	ﾎﾞｷｬﾌﾞﾗﾘｰ
	ボキャブラリー・テスト

	
	
	
	5
	ﾎﾞｷｬﾌﾞﾗﾘｰ
	ボキャブラリー・インプット(3)

	
	
	
	25
	表現
	エッセイ、リテリングなど

	
	
	
	10
	まとめ
	鑑賞・評価


（３）授業で配布するハンドアウト①（通常はＢ４横サイズ、表：英文、裏：和訳）
Crown English II Lesson 5　Mars – The Only Way Out?―

It is possible for people to live on other planets?  Should we try to make a colony on Mars?  Akira has written a report to try to answer these questions.

1  Mars, the Red Planet, has fascinated people from the earliest times.  Ancient people identified it with the god of war.  Recently Mars has been the subject of extensive scientific research.  In the near future, people will be walking on Mars.  

    What kind of planet is Mars?  It is the fourth planet from the sun, and the planet closest to Earth, but Mars is much smaller than Earth.  A day on Mars is 24 hours and 37 minutes long, and a year lasts 687 Earth days.  The surface of Mars is covered with red dust, and the sky is pink.  There are high mountains like Olympus Mons, which is 24 kilometers high.  Mars has white polar caps formed of frozen carbon dioxide and possibly ice.  If there is water on Mars, there may also be some form of life, but it has yet to be found.

    We know a lot about Mars from reports of space probes.  Now there is a plan to send people to Mars in May, 2018.  The astronauts will have been in space for 180 days when they finally reach the Red Planet.  They will stay for 571 days.

2   What will the trip to Mars be like?  Astronauts will have to face many difficult problems on their journey to Mars.  In an environment where there is no gravity, people’s bodies and bones become weaker.  So astronauts must exercise using equipment.  There will also be other problems.  Being in a closed environment like a space ship, astronauts find it difficult to get a good sleep and to stay in high spirits.  One astronaut says that talking with one’s family is a great help in dealing with stress.

    The astronauts will land on Mars to find themselves in very dangerous conditions, although Mars is known to be the planet whose environment is closest to that of Earth.  The atmosphere is 95 percent carbon dioxide.  The temperature at the equator goes from a high of 15 degrees above zero to a low of 100 degrees below.  The pressure of the atmosphere is much lower on Mars than on Earth.  It is like being 35 kilometers above the earth. Besides, there will be radiation danger from the sun.  The astronauts would have to wear heavy spacesuits to protect themselves from such severe conditions.

3   A project to make Mars a planet like Earth has just begun.  This project is called Terraforming.  If it works, human beings will be able to live on Mars.

   The South Pole of Mars has a huge area of dry ice made of CO2. some scientists believe that it is possible to raise the temperature by 20 degrees by creating a “greenhouse” effect.  They would use PPC made from materials found on Mars.  As temperatures rise, the dry ice will melt and CO2  will come out into the atmosphere, which will also work as a “greenhouse” gas and heat up the atmosphere even further.

    Scientists think that there were once vast seas on Mars and that the water sill lies in the frozen ground.  Over several hundred years, as the temperature rises, the ice in the ground will melt and water will cover the surface of the planet.

    This water will vaporize to form clouds, and the clouds will produce rain.  The rain will wash out the red dust in the air, and the color of the sky will turn from pink to blue.  By planting plankton and creating forest, we will be able to produce the oxygen that living things, including humans, need.

4   Should we try to build space colonies?

    Stephen Hawking, the famous scientist, believes that humans will have died out by the year 3000 due to global warming.  The only way out, he believes, is to leave Earth.

    Robert Zubrin, the head of a project to transform Mars into an environment where people can live, says: “The human race was born in Africa.  Now we live all over our world.  I think that one day we will travel among the planets, spreading the seeds of life.”

     There are other people, however, who claim we should do the best we can to save Earth by working to solve Earth’s environmental problems before trying to make space colonies.  In fact, we are now facing many problems such as air pollution, global warming, and overpopulation.  We need to solve these problems if we want to continue living on Earth.

    In the 21st century, the great journey into the universe has just begun.  Whether or not we build a colony in space, we have much to learn from the universe.  The door to the unknown world is just beginning to open in front of us. (810 words)
Lesson 5　和訳
　人が他の惑星に住むことは可能だろうか。私たちは火星にコロニーをつくるべきだろうか。アキラはこれらの質問に答えるためレポートを書いた。

１　火星、すなわち赤い惑星は、昔から人々を魅了してきた。古代の人々は神々の戦争とみなしていた。最近、火星は大規模な科学的調査の対象になっている。近い将来、人々は火星を歩いているだろう。

　火星はどんな種類の惑星だろうか。太陽から４番目の惑星で、地球にもっとも近い惑星だが、火星は地球よりずっと小さい。火星での１日は24時間と37分で、１年は687日だ。火星の表面は赤いほこりにおおわれており、空はピンク色をしている。オリンポス・マンズのような高い山がある。その山は標高24キロメートルである。火星には、凍った二酸化炭素やおそらくは氷でできた白い極冠がある。もし火星に水があれば、生命のなんらかの形が存在するかもしれないが、まだそれは発見されていない。

　私たちは宇宙探索の報告からたくさんのことを火星について知った。今、2018年5月に火星に人をおくろうという計画がある。宇宙飛行士は180日間宇宙を旅し、最後に赤い惑星にたどり着く。571日の滞在だ。

２　火星への旅はどんなだろう。宇宙飛行士は火星への旅の間多くの難しい問題に直面しなければならないだろう。無重力の環境では、人々の体や骨は弱くなる。だから宇宙飛行士たちは機器を使用して運動しなければならない。ほかの問題もある。宇宙船のような閉ざされた環境にいると、宇宙飛行士たちは十分な睡眠をとり、元気いっぱいでいることが難しいと感じる。一人の宇宙飛行士は家族と話すことはストレスに対処するのにたいへん役立つと語っている。

　火星は地球の環境に最も近い惑星だということが知られているが、宇宙飛行士たちは火星に着陸して、大変危険な状況にいることを知ることになる。大気は９５パーセントが二酸化炭素である。赤道の最高気温は15度から零下100度まで下がる。大気圧は地球より火星のほうがずっと低い。地球では35キロメートル上空にいる環境である。それに太陽からの放射線危険がある。宇宙飛行士はこのような厳しい状況から自分を守るために、重い宇宙服を着なければならない。

３　火星を地球のような惑星にするという計画が始まっている。このプロジェクトはテラ･フォーミングと呼ばれている。もしこの計画がうまくいけば、人間が火星に住むことができるようになるだろう。

　火星の南極には二酸化炭素でできたドライアイスの巨大な地域がある。科学者の中には「温室効果」を作り出すことで気温を20度上げることが可能だと信じるものがいる。火星にある物質から作られたPPCを使用する。気温が上がるにつれて、ドライアイスが解け、二酸化炭素が大気中に流れ出て、それはまた「温室」ガスとして働き、大気をさらに暖める。

　科学者は火星にはかつて巨大な海があり、凍った大地の下にはまだ水があると考えている。何百年もの間、気温が上昇するにつれて、地面の氷は解け、水が地球の表面を覆うだろう。

　この水は蒸発して雲を作り、そして雲は雨を生み出す。雨は大気中の赤いほこりを洗い流し、空の色はピンクから青に変わる。プランクトンを育て、森を作り、人間を含む、生物が必要とする酸素を作り出すことができるだろう。

４　私たちは宇宙コロニーを建設すべきだろうか。

　ステファン・ホーキングは、有名な科学者であるが、人間は地球温暖化により3000年までには死に絶えてしまうだろうと確信している。唯一の抜け道は、彼の信ずるところによると、地球を離れることである。

　ロバート・ズーブリンは、火星を私たちが住むことができる環境に変えるプロジェクトのリーダーであり、次のように語っている。「人類はアフリカで生まれた。今私たちは世界中で暮らしている。いつか私たちは星の間を旅するだろう。生命の種を広げながら。」

　しかしながら、宇宙コロニーを作ろうとする前に、地球の環境問題を解決するため努力し、地球を救うために最善を尽くすべきだ、と主張する人々もいる。実際、私たちは、大気汚染、温暖化、人口過剰など、多くの問題に直面しつつある。地球に暮らし続けたければ、これらの問題を解決する必要がある。

　21世紀、宇宙への偉大な旅は始まったばかりである。私たちが宇宙にコロニーをつくるかどうかについて、私たちは宇宙からたくさん学ぶべきことがある。未知の世界へのドアが、私たちの前に、正に開かれようとしているのだ。
（４）授業で配布するハンドアウト②（１時間毎にＡ４で１枚）

Lesson 5 Mars – The Only Way Out? –         　　　　　Day 1
Task 1   Vocabulary Input 1　　発音できるようにしよう！
Task 2   Pre-reading　　素早く日本語の文を読んで、全体の意味をつかもう。

Task 3   事実を見つけよう！ (答えを含む文にアンダーラインを引こう)

1) What color is Mars?

2) To what planet is the Mars closest?

3) Is there water on Mars?

4) How do people’s bodies and bones become without gravity?

5) What is the atmosphere of Mars?

6) What is the project to make Mars a planet like Earth called?

7) What will happen, as the temperature rises in Mars?

8) What does Stephen Hawking believe?

9) What problems are we now facing?

Task 4　大まかな流れをつかもう！

Section 1 (       )   Section 2 (        )  Section 3 (          ) 　Section 4 (         )

(A) 宇宙コロニー建設と地球の環境問題

(B) 火星の特徴

(C) 火星への旅と火星環境の人間への問題点

(D) 火星を人間が住めるようにするプロジェクト

(E) 火星人存在の可能性

   People has been interested  in Mars from the ancient times.  Mars is red, and the (               )  planet to Earth. There is a plan to send people to Mars.

   The (               ) to Mars won’t be easy, because there is no gravity, and astronauts have to live in a closed environment.  The environment of Mars will be tough, because the (            ) is 95 percent carbon dioxide, and the temperature is very(               ).

   A project to make Mars a planet like Earth is called Terraforming. The temperature will be raised, the ice will (               ), the water will cover the surface, and (               ) will be produced.

   A scientist says we will not be able to live on Earth due to global (               ) in the future.  If we want to continue (               ) on Earth, we have to solve many environmental problems. 

Task 5  Summary 1  (Listening Comprehension)

Task 6  Read the summary aloud
Ｃｌａｓｓ（　　）　Ｎｏ（　　）　Ｎａｍｅ（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

Lesson 5 Mars – The Only Way Out? –                         Day 2
Task 1   Vocabulary Input 2　       　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

             How many words did you answer?   -  (             )  words

Task 2   Friendly Questions 

Section 1 – Mars について、できるだけたくさん質問をしよう。（T/F）

　 Section 2 – 火星への旅で困難なこと、火星への環境で人間にとって危険な点を聞こう。（T/F）

　 Section 3 – Terraformingについて質問しよう。（T/F）

　 Section 4 – コロニー建設と環境問題について質問しよう。(Wh)
(  1  )Mars has fascinated people from the earliest times.

 (     )Ancient people identified it with the god of war. 

 (     )Now there is a plan to send people to Mars, but it is very difficult to go there.  

 (     )On the journey to Mars, bodies and bones become weaker because there is no gravity. 

 (     )Terraforming is a project which could make Mars a planet lie Earth. 

 (     )The atmosphere on Mars is 95 percent carbon dioxide and the temperature goes from 15 degrees above zero to 100  degrees below zero.

 (     )The surface of Mars is covered with red dust.

 (  8  )Some people believe we should first try to solve environmental problems here on Earth.

Task 3   Summary 2  (並べ替え)

Task 4  Read the summary aloud!

Ｃｌａｓｓ（　　）　Ｎｏ（　　）　Ｎａｍｅ（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
Lesson 5 Mars – The Only Way Out? –                          Day 3
Task 1   Vocabulary Input 3　       　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

      How many words did you answer?            (             )  words

　    Which words did you explain to your friends?  (                               )

Task 2   Summary 3 (つっこみ読み)
  Mars has fascinated people (いつから？) from the earliest times.  Ancient people identified it ( 何と？) with the god of war. The surface of Mars is covered (何で？) with red dust.

  Now there is a plan (どんな？)to send people to Mars, but it is very difficult to go there.（どうして？）  On the journey to Mars, bodies and bones become weaker (どうして？) because there is no gravity.  (他に？) The atmosphere on Mars is （何？）95 percent carbon dioxide and the temperature （どうなるの？） goes from 15 oC above zero to 100 oC below zero.

  Terraforming is a project （どんな？） which could make Mars a planet like Earth. Some people believe (何を？) we should first try to solve environmental problems（どこで？） here on Earth.

Task 3  もう一度詳しく読もう！

☆Section 1

ここでは火星についてたくさんの情報が述べられている。自分が一番面白い！と思ったところに線を引こう。

☆Section 2　　(キーワードに線を引きながら考えよう！)

(1) 火星への旅で困難なことはいくつ挙げられているか。（　　　　）

(2) 火星に降り立った宇宙飛行士が”very dangerous conditions”と感じる理由はいくつ。（　　　　　）

☆Section 3  Terraformining Projectのしくみを理解しよう。

1st Step  Raise the temperature by 20 degrees

　　   ・何をつかう？　　　（　　　　　　　　　　）

　　　　　　　　 ・温度があがるとどうなる？

　　　　　　　　　　1) The dry ice will (         ).

                    2) (           ) will come out, and work as a (               ).gas.

                    3) The temperature will (        ) further.

2nd Step  Wait for several hundred years…..

                 　 4) The (          ) in the ground will melt.

 5) (            ) will cover the surface.

 6) (            ) will be formed and you’ll have (         )!

 7) The (         ) will wash out the red (         ).

3rd Step    Plant (               ) and create (              ) to produce the (                 ).
☆Section 4

(1) Space colonies建設に賛成なのはだれとだれ？   （　　　　　　　　）と（　　　　　　　　　　）

(2)Space colonies 建設に反対の人の理由がわかるところに線を引こう！
Ｃｌａｓｓ（　　）　Ｎｏ（　　）　Ｎａｍｅ（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
（５）授業で配布するハンドアウト③（語彙リスト）
毎時間の最初に下のような語彙リストを用いて語彙指導を行なった。手順は、以下の①～④を基本とし、語彙リストの語句を別の英語で説明する活動、などいくつかのバリエーションも取り入れながら実践した。
＜語彙リストを用いた語彙指導の手順＞

1 教員がモデル音読を行なう。（リスト見ながら）
2 生徒は教員の後について、リピーティングする。（リスト見ながら）

3 生徒はペアを組み、音読練習を行なう。（リストを見ながら）

（生徒Ａがリストの上から順に日本語を読む、生徒Ｂはそれに対応する英語を言う）

　　　④　語彙リストから語彙をランダムに選び、③の活動を行なう。（リスト見ながら）
Crown English Ⅱ    Lesson 6　Singlish Bad; English Good

【Vocabulary Building】

	#
	English
	Japanese
	1(
	2(
	3(
	4(
	5(

	1
	a new movement
	新しい運動
	
	
	
	
	

	2
	the Singaporean government
	シンガポール政府
	
	
	
	
	

	3
	get rid of a dialect
	方言を排除する
	
	
	
	
	

	4
	linguistic life
	言語的な活動
	
	
	
	
	

	5
	a mixture of English and Tagalog
	英語とタガログ語の混合
	
	
	
	
	

	6
	strict (rules)
	厳しい（規則）
	
	
	
	
	

	7
	throughout the world
	世界中で
	
	
	
	
	

	8
	the dominant second language
	支配的な第２言語
	
	
	
	
	

	9
	a billion people
	10億人
	
	
	
	
	

	10
	at least
	少なくとも
	
	
	
	
	

	11
	move forward
	前へ動く（動かす）
	
	
	
	
	

	12
	a common language
	共通語
	
	
	
	
	

	13
	an official language
	公用語
	
	
	
	
	

	14
	Mandarin Chinese
	標準中国語
	
	
	
	
	

	15
	combines parts
	部分を結合する
	
	
	
	
	

	16
	get to the point
	核心をつく
	
	
	
	
	

	17
	suffer economically
	経済的に被害を被る
	
	
	
	
	

	18
	reflect the need
	必要性を反映する
	
	
	
	
	

	19
	express a feeling
	気持ちを表現する
	
	
	
	
	

	20
	otherwise
	さもなければ
	
	
	
	
	

	21
	the whole thing
	全体
	
	
	
	
	

	22
	according to Mr. Smith
	スミス氏によると
	
	
	
	
	

	23
	as (Tom) puts it
	(Tomが)言うように
	
	
	
	
	

	24
	a valid (ticket)
	有効な（チケット）
	
	
	
	
	

	25
	English has spread.
	英語が広まった
	
	
	
	
	

	26
	I was left behind.
	私は置き去りにされた
	
	
	
	
	

	27
	in terms of (cost),
	（コスト）の面で
	
	
	
	
	

	28
	a middle class
	中産階級
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